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連結財務ハイライト

売上高 （百万円）

2021 2022 2023 2024

1,302 1,255
1,732

3,014

2025

3,115

営業利益 （百万円）

2021 2022 2023 2024

1,447
1,700

1,998

3,085

2025

3,483

経常利益 （百万円）

社株主に帰属する当期純利益が同26.7％増の2,487百万円と
なっています。
　国内では前期同様、受注段階での採算管理の厳格化、高付加
価値セグメントへの資源配分を進めた結果、商業施設や医療施設
などの大型物件の受注増および利益率向上といった成果につな
がりました。また、国内連結子会社のウッドテックが予想より利益
率が増加したことも後押し材料となりました。
　一方で、建築費高騰や時間外労働の上限規制などに伴う工期
の長期化、人員配置の難しさは依然として大きな課題であり、
収益性と業務プロセスのさらなる改善に取り組んでまいります。

　

　
　2025年3月期の業績は、資材・機材や労務費の高騰、人手不
足の影響を受けつつも、国内の活況な建設需要を受けた受注
の堅調な推移に加えて、生産性改善に向けた内部の取り組み
が奏功し、単体・連結ともに増収増益を達成しました。売上高は
前期比2.4％増の62,502百万円、営業利益が同３.3％増の
3,115百万円、経常利益が同12.9％増の3,483百万円、親会

Q 当期の業績とその背景について
お聞かせください。

社会・課題解決に貢献する社会・課題解決に貢献する
「総合たてものサービス企業」へ「総合たてものサービス企業」へ

Top Interview

大成温調株式会社
代表取締役 社長執行役員
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2021 2022 2023 2024

1,139
974

1,469

1,962

2025

2,487

親会社株主に帰属する当期純利益 （百万円） 純資産 （百万円）／自己資本比率 （%） ROE （%）
■純資産　■自己資本比率

　
　当社グループは2021年度に長期経営ビジョン「LIVZON 
DREAM 2030」を策定し、「専門設備工事会社」から「総合たて
ものサービス企業」への事業モデルの転換を進めています。「総
合たてものサービス企業」とは、設備工事における当社の専門
性を生かしながら、時代とともに多様化するニーズに幅広い付
加価値を提供する企業を意味しています。
　その前半戦に位置付けられる2026年3月期までの中期経営
計画「LIVZON DREAM 2030 1st half !」も4年目が終了しま
した。「基盤事業の深耕」「成長への投資」「経営基盤の整備」の
3つの基本方針のもと、アウトソーシングや工法の工夫などによ
る利益率・生産性向上、業務プロセスのデジタライゼーションに
向けたシステム構築、従業員の活躍推進に向けた働き方改革や
賃金引き上げなどを推進し、「1st half !」に掲げる経営指標（KPI）
を、2025年3月期の時点で達成することができました。
　「1st half !」は2026年3月期で終了し、後半戦となる「LIVZON 
DREAM 2030 2nd half !」では、「総合たてものサービス企業」
への飛躍が目標となります。目指す姿を実現するためには、積極
的な事業展開を通じた社会・環境課題解決が不可欠という考えか
ら、2025年4月、サステナビリティの取り組みを統合した、「2nd 
hal f !」における重要な経営課題を特定しました。掲げる6つの

項目をもとに具体的な目標・戦略に落とし込み、事業による価値
創造を実現してまいります。

　当社では株式の流動性向上を目指した戦略的な株主還元を
実施しており、2025年3月期の配当額（普通株式）は1株当たり
132円となりました。2024年12月には株式の売出しも行い、
株主数の増加や株主層の多様化が進んでいます。この状況に
鑑み、株主還元策のさらなる強化とともに、株主層の多様化も
踏まえた株主配当方針および株主優待制度の改定を行いました。
株主配当方針はDOE（連結純資産配当率）を3.0%から3.8％
目処への引き上げを、2026年
3月期から実施します。
　今 後、「LIVZON DREAM 
2030」の実現に向けては、課題
が残されている一方で、課題解
決の先には大きな飛躍のチャン
スがあると、決意を新たにまい
進していく所存です。株主の皆
さまには、引き続きご支援のほ
どよろしくお願い申し上げます。

Q 中長期戦略の進捗について
お聞かせください。

Q 株主還元および株主の皆さまに
メッセージをお願いします。

詳細はP3-4をご覧ください。

詳細はP7をご覧ください。
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中期経営計画「 LIVZON DREAM 2030 1st half !」の位置付け LIVZON DREAM 2030 Progress

　「LIVZON DREAM 2030 1st half !」は、長期経営ビジョン「LIVZON DREAM 2030」の前半戦と位置付け、コア事業の
収益性改善と成長のための土台作りに注力するフェーズです。これにより、本業での利益拡大から得られる資金を活用し、目指す
姿である「総合たてものサービス企業」への成長に向けた基盤を整えています。
　また、目指す姿の実現に向け、中期経営計画の各取り組みに加え、新たなサステナビリティの取り組みを統合し、推進しています。

　その結果、各基本方針に基づく戦略が着実に進み、経営指標（KPI）は2024年度中に全て達成することができました。

長期経営ビジョン LIVZON DREAM 2030

『総合たてもの
 サービス企業』へ（2026～2030）（2026～2030）

2nd half !2nd half !

• ESGを含む重要な経営課題を解決
サステナビリティ

•コア事業の収益性改善
•成長のための土台づくり

基本方針

①
基盤事業の

深耕

②
成長への

投資

③
経営基盤の

整備

1st half ! （2021～2025）

1st half ! 重要な経営指標（KPI）の進捗

KPI 2021年度
(実績)

2022年度
(実績)

2023年度
(実績)

2024年度
(実績)

2021～2025年度
(目標)

営業利益率 2.6% 3.7% 4.9% 5.0% 5.0%以上

ROE
(自己資本当期純利益率） 4.0% 5.9% 7.7% 9.3% 8.0%以上

EPS
(1株当たり当期純利益） 151.99円 246.01円 335.66円 408.47円 250円以上

DOE
（連結純資産配当率） 2.0% 2.0% 3.0% 3.0% 2.5%

＋自社株買い
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トピック Topic

　当社は長期経営ビジョン「LIVZON DREAM 2030」の実現のために、取り組むべき重要な経営課題を6つ特定いたしました。

　6つの重要な経営課題のうち、「事業による価値創造①、②」が「価値創造を支える土台③～⑥」に支えられ、さらに⑥（ガバナンス）
は全ての基盤として位置付けています。

事業による
価値創造

価値創造を
支える土台

設備工事業の
強みを活かした
環境・社会課題

の解決

❶
「たてもの」を
軸とした新たな
顧客価値の創造

❷

お取引先との共存
共栄のパートナー

シップの推進

❹

飛躍的な成長を支える経営基盤の確立❻

❺
多様化する
リスクに対する
強靭性の向上

❸
競争力と

エンゲージメントが
高い組織づくり

重要な経営課題を新たに特定

新たに特定した重要な経営課題

TOPIC
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完成工事高構成比 （2025年3月期実績）

事業内容

　当社は、「総合たてものサービス企業」を目指し、長年培ってきた経験と技術力で多種多様な施設に携わっています。
　主に「空調設備・換気設備」、「給排水衛生設備」、「電気設備」の工事を行い、企画から保守・メンテナンスに至るまで、長期的な
サービスを提供しています。

給排水衛生設備空調設備・換気設備 電気設備

　空調設備とは、建物内の温度、湿度、気
流、清浄度などを調節する設備であり、換
気設備とは、室内の空気を入れ替える設
備のことです。
　大勢の人が出入りする商業施設やいつ
でも清潔な病院など様々な場所で使われ
ており、それぞれの空間に合った室内環
境に保つことで、感染症の予防や、快適性・
生産性を向上させる役割を果たします。

　建築における電気設備とは、建物に設
置されている照明やコンセント、防犯、消
防などの機器や配線、制御盤などのこと
です。
　現代の暮らしでは、何をするにも電気
が欠かせません。設備をしっかり整え、点
検や修理をすることで、安全かつ安定的
に電気を供給することができます。

　給排水衛生設備とは、建物内で給水、
給湯、排水を行う機能を持った設備のこと
です。
　蛇口をひねれば飲める水が出る、トイレ
がつまらない、シャワーから温かいお湯が
出るなど、日常生活において不可欠な水
まわりの設備であり、適切に設置されるこ
とで、建物内を衛生的な環境に保つ役割
を果たします。

大成温調のビジネス

48%
改修・保守修理等

52%
新築工事

[完成工事高］

43,341
百万円

47%
民間

5%
官公庁

10%
官公庁

38%
民間
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創業160周年を記念した一大プロジェクト
　土木・建築を中心に新分野での事業開発も行う佐藤工業。2022年、創業
160周年にあわせた記念事業の一環として、つくば市に新施設「技術センター
SOU」を建設することになりました。イノベーションの創出、豊かな未来の創造、
現場に寄り添う技術 ―様々な想いが詰まったこの建物の、空調衛生設備工事
を大成温調が担当しました。

施設名 技術センターSOU
所在地 茨城県つくば市
施工年 2022年
工事区分 空調衛生設備工事

たてものを「イノベーションを生み出す」いきものに。
佐藤工業の技術センター建設プロジェクト。

　通常、暑い時は勤務時間に空調機だけを使って室温を下げるものですが、このシステムを用いて夜間のうちに床のコンクリートに埋め込まれたパイプに
冷水を循環させ、建物自体を冷やすことで、空調に必要なエネルギーを減らすことができます。また冬季も同様に、温水を通すことで建物を暖めることが
可能になります。地中熱を利用するにあたっては、深さ100メートルまで挿入された16系統もの採熱配管を接続する作業が慎重に行われました。
　そうした工夫の結果、トータル78%の一次エネルギー消費量を削減しました。一次エネルギーをトータル75%以上削減した建物が認証される「Nearly 
ZEB」を取得したほか、建築物省エネルギー性能表示制度「BELS（Building-Housing Energy-efficiency Labeling System）」では最高評価となる５つ星を
取得し、その省エネ技術が高く評価されました。そして実際の運用では、なんと97.5％のエネルギー削減を達成しています。
　このような技術が生み出される環境を全力でつくり上げ、その成果が未来の社会を支える一助となれるよう、これからも丁寧な施工を続けていきます。

未来をより良くするための1ピース
POINT

　「技術センターSOU」は、構造部材の載荷試験や環境実験などを行う「実験棟」と、音響に関わる多彩な実験を行う「音響実験棟」、そしてオフィスや研修室
を有す「センター棟」の3棟とテストフィールドから成り立ちます。今回の新築プロジェクトの狙いには、生産性の向上だけでなく、現場業務の一部支援を通じ
て若手技術者の教育・育成を図るという意図もあり、未来を担う"人"と"技術"を育てる環境づくりのために、空調衛生設備の面から力になるべく検討が重ね
られた結果、地中熱を利用して建物の温度を調整するという、他ではあまり行われないシステムを採用することになりました。

"人"と"技術"を育てる環境づくり
POINT

STORY

コーポレートサイトにも様々な施工物件を紹介しています。

Our Business



2022年
3月期

76

2023年
3月期

82

2024年
3月期

128

2025年
3月期

132

66

66

2026年
3月期
（予想）

174

87

87

2.0 2.0

3.0 3.0

3.8
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株主の皆さまとのコミュニケーション

株主配当方針および株主優待制度の改定について

株主配当方針の改定 株主優待制度の改定

　当社は、中長期的な成長へ向けた事業展開、経営基盤の強化等を図りながら、株主の皆さまへの長期的かつ安定的な利益還元を
重要な経営課題と位置付けています。 
　この一環として、2026年3月期より株主還元策をさらに強化し、株主層の多様化にも対応するため、DOE（連結純資産配当率）※を
従来の3.0％から3.8％を目処に引き上げることを決定するとともに株主優待制度の改定をいたしました。

　上記株主配当方針の見直しを踏まえ、優待についても以下
のように変更いたします。

配当とDOEの推移

■中間配当金（円）  ■期末配当金（円）
■DOE（%）

※DOE（連結純資産配当率）
    ＝1株当たり配当金/（（期首1株当たり連結純資産＋期末1株当たり連結純資産）/2）

DOE（連結純資産配当率）※3.8％を目処に配当を実施
株主配当方針

変更前 変更後
（2026年3月期以降）

配布時期 中間、期末 中間、期末

300～499株 クオカード16,000円
（8,000円×年2回）

クオカード8,000円
（4,000円×年2回）

500～899株 クオカード30,000円
（15,000円×年2回）

クオカード15,000円
（7,500円×年2回）

900株以上 クオカード60,000円
（30,000円×年2回）

クオカード30,000円
（15,000円×年2回）

実施開始時期

見本

　2025年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主さ
まから変更を実施いたします。
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株主アンケート結果のご紹介

アンケート結果

当社に望むIR活動について
教えてください（複数回答可）

A

Shareholder Communication

　2024年3月期「BUSINESS REPORT」のアンケートにおいて、株主さまにご回答いただき、貴重なご意見
をいただきました。ご回答いただきました株主さまには、心より御礼申し上げます。お寄せいただきました
ご質問とアンケート結果の一部をご紹介します。

　2025年2月に、ラジオNIKKEI＆PRONEXUS
共催の「企業IR＆個人投資家応援イベント」へ
参加し当社代表の水谷が、投資家の方々へ向
けて当社の事業概要や成長戦略についてお話
いたしました。
　今後も株主や投資家の皆さまと直接かつ双
方向でコミュニケーションを取れる場を設けて
まいります。

　本誌およびホームページでの情報提供をより
充実してほしいとのご意見を多くいただいたほか、
積極的なIR活動を望む声もいただきました。
　今後も株主の皆さまとのコミュニケーションを
通じて、当社のIR活動の充実を図ってまいります。

https://www.taisei-oncho.co.jp/ir/files/2025/02.14.25.pdf

IR活動への取り組みを
教えてください

Q

中計でも掲げている人財の確保に
向けた取り組みを教えてください

Q

56.25%株主通信の
充実

43.75%ホームページの
充実

11.25%株主総会の
充実

8.75%情報メールの
配信

7.50%個人投資家向け
説明会への参加

6.25%施設見学会の
開催

3.75%株主懇談会の
開催A 　当社は、社員一人ひとりの健康が経営の基盤になるという考えの

もと、働きやすい環境づくりと健康保持・増進に向けた様々な取り
組みを進めています。2024年8月には「健康経営宣言」を制定し、以
下の3つを重点施策として掲げ、取り組みを推進しています。

健康的な
職場環境づくり

ヘルスリテラシー
の向上

ワークライフ
バランスの推進

1 2 3

　こうした取り組みが評価さ
れ、2025年3月には、「健康
経営優良法人2025（大規模
法人部門）」に認定されました。



前期末
（2024年3月31日）

当期末
（2025年3月31日）

流動資産
31,862

流動資産
30,613

流動負債
18,243

純資産
27,628

固定資産
15,797

流動負債
19,651

固定負債
404

純資産
25,714

固定資産
13,908

固定負債
538

売上高
61,056

売上高
62,502

営業利益
3,115営業利益

3,014
経常利益
3,085

経常利益
3,483

親会社株主に帰属
する当期純利益
1,962

親会社株主に帰属
する当期純利益
2,487

前 期
（2023年4月1日～2024年3月31日）

当 期
（2024年4月1日～2025年3月31日）

現金および
現金同等物の
期首残高

現金および
現金同等物の
期末残高営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による
キャッシュ・フロー

当 期 （2024年4月1日～2025年3月31日）

現金および
現金同等物に
かかる換算差額

10,661
12,622

560 △113

財務活動による
キャッシュ・フロー

1,139
375

大成温調株式会社  第74期 報告書9

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

総資産  46,411総資産  45,770

連結財務諸表 Consolidated Financial Statements
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株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

アクアウェッジ株式会社 993 16.3
大成温調取引先持株会 508 8.3
一般財団法人大成温調奨学財団 334 5.5
大成温調従業員持株会 157 2.6
水谷日出夫 111 1.8
河村和平 89 1.5
東テク株式会社 70 1.2
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 60 1.0
河村昌平 59 1.0
和田ふみ子 50 0.8
株式会社オーテック 50 0.8

大株主の状況 （上位11名）

（注）上記のほかに自己株式（775,645株）を保有しており、持株比率は自己株式を 
控除して計算しております。

株式の状況 （2025年3月31日現在）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

27,500,000株
6,882,487株

6,842名

ネットワーク （2025年4月1日現在）

本社・支店
営業所
サービスステーション（SS）

8ヵ所
20ヵ所
13ヵ所

所有者別株式分布状況

会社概要 （2025年3月31日現在）

代表取締役 社長執行役員 水 谷 憲 一
取締役 副社長執行役員 志 田 憲 彦
取締役 専務執行役員 玉 置 雅 幸
取締役 専務執行役員 川 上 徹
取締役 常務執行役員 岡 田 浩 二
取締役 常務執行役員 冨 岡 幸 光
社外取締役 大 江 太 人
取締役 監査等委員 今 井 康 之
社外取締役 監査等委員 松 下 香 織
社外取締役 監査等委員 村 木 高 志
社外取締役 監査等委員 榎 本 幸 子

役員 （2025年6月24日現在）

商号 大成温調株式会社
本社 〒140-8515

東京都品川区大井一丁目49番10号
創業 1941年（昭和16年）4月3日
設立 1952年（昭和27年）12月22日
資本金 51億9,505万7,500円
従業員の状況 581名

証券会社
9,371株（0.1%）

自己株式
775,645株（11.3%）

個人
4,086,990株

（59.4%）

金融機関
903,356株

（13.1%）

合計
6,882,487株その他国内法人

1,031,455株
（15.0%）

外国人
75,670株

（1.1%）

会社概要／株式情報 Company Profile / Stock Information



大成温調株式会社
本社　〒140-8515 東京都品川区大井1-49-10
TEL ： 03-5742-7301（代）
https://www.taisei-oncho.co.jp

IRサイトのご案内 統合報告書2024発行のお知らせ

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基準日
　定時株主総会・期末配当
　中間配当

3月31日
9月30日

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵送物送付先） 〒168ｰ0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
（電話照会先）    0120ｰ782ｰ031
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

公告方法 電子公告の方法により、当社ウェブサイトに掲載して行います。
ただし電子公告することができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

※その他ご不明な点は、上記の三井住友信託銀行株式会社 証券代行部にお問い合わせください。

株主・投資家の皆さまに向けて情報を
開示しています。ぜひご覧ください。

当社のビジネスモデルや業績推移に加え、中
長期的な経営戦略とサステナビリティへの様々
な取り組みなど幅広くご紹介しています。

大成温調　統合報告書 検 索大成温調　IRサイト 検 索

パソコンから スマートフォン・携帯電話から
アクセス方法

株主アンケートご協力のお願い 下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示されるアンケートサイトにて
ご回答ください。所要時間は5分程度です。

下記のURLからアクセス
いただけます。
https://q.srdb.jp/

ＱＲコード読み取り機能のついたスマートフォンまたは携帯電話
をお使いの方は、右のＱＲコードからアンケート画面へアクセス
いただけます。

株主の皆さまからのご意見・ご要望を今後の活動の参考とさせていただくため、
WEBアンケートを実施いたします。
●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから2025年8月31日（日）までになります。

※携帯電話の機種により、使用できない場合もございます。

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。


